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【
美
郷
町
長
賞
】

　
▼
金
賞

　
　
稲
川
　
榮
治（
町
田
・
水
稲
）

　
　
小
澤
　
重
治（
佐
野
・
大
豆
）

　
　
照
井

五
郎（
菅
谷
地
・
大
豆
）

　
　
伊
藤
登
志
夫（
米
ノ
口
・
葉
た
ば
こ
）

　
　

橋
　
聖
人（
湯
竹
・
り
ん
ご
）

　
　
小
野
寺
和
子（
荒
川
・
り
ん
ご
）

　
　

橋
佳
代
子（
大
畑
・
キ
ュ
ウ
リ
）

　
　
照
井
　
玉
子（
籠
林
・
ト
マ
ト
）

　
　
照
井
テ
ル
ヨ（
土
崎
北
部
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　
　
藤
田
　
春
子（
上
野
荒
町
・
ミ
ニ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）

　
　
谷
屋
　
和
義（
雀
柳
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
）

　
　
高
橋
　
成
夫（
第
二
暁
・
小
菊
）

　
▼
銀
賞

　
　
深
澤
　
喜
一（
大
柳
・
水
稲
）

　
　
稲
川
　
榮
治（
町
田
・
大
豆
）

　
　
照
井
　
久
雄（
上
千
間
谷
地
・
大
豆
）

　
　
後
藤
　
幸
輝（
大
坂
・
葉
た
ば
こ
）

　
　
熊
谷
　
秋
廣（
米
ノ
口
・
葉
た
ば
こ
）

　
　
小
野
寺
敬
一（
荒
川
・
り
ん
ご
）

　
　
佐
藤
　
三
雄（
山
本
・
り
ん
ご
）

　
　
小
松
　
道
夫（
西
高
方
町
・
柿
）

　
　
藤
田
　
繁
美（
寺
田
・
り
ん
ご
）

　
　
藤
井
　
真
吾（
中
野
・
キ
ュ
ウ
リ
）

　
　
深
澤
マ
チ
子（
羽
貫
谷
地
・
ト
マ
ト
）

　
　
谷
屋
　
孝
悦（
雀
柳
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　
　
梅
川
清
二
郎（
上
中
野
町
・
白
菜
）

　
　
鈴
木
　
ト
ヨ（
土
崎
南
部
・
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
）

　
　
細
井
　
良
子（
本
堂
中
部
・
ピ
ー
マ
ン
）

　
　
茂
木
竹
五
郎（
上
畑
屋
・
里
芋
）

　
　
梅
川
　
　
梢（
下
中
野
町
・
ト
マ
ト
）

　
　

橋
　
求
良（
大
畑
・
長
ネ
ギ
）

　
　
藤
井
　
謙
一（
細
筑
・
せ
り
）

　
　

橋
　
律
子（
中
野
・
輪
菊
）

　
　
坂
本
ミ
ヨ
子（
中
通
り
・
ス
プ
レ
ー
菊
）

　
　
森
川
ハ
ル
ノ（
中
通
り
・
ス
プ
レ
ー
菊
）

　
　

橋
　
啓
子（
外
川
原
・
漬
物
）

【
褒
賞
者
】

　
▼
秋
田
県
中
央
会
長
賞

　
　
稲
川
　
榮
治（
町
田
・
水
稲
）
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小
澤
　
重
治（
佐
野
・
大
豆
）

　
▼
全
農
秋
田
県
本
部
長
賞

　
　

橋
佳
代
子（
大
畑
・
キ
ュ
ウ
リ
）

　
　
高
橋
　
成
夫（
第
二
暁
・
小
菊
）

　
▼
秋
田
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
賞

　
　
伊
藤
登
志
夫（
米
ノ
口
・
葉
た
ば
こ
）

　
▼
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
　

橋
　
聖
人（
湯
竹
・
り
ん
ご
）

　
　
照
井
テ
ル
ヨ（
土
崎
北
部
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

　
　
谷
屋
　
和
義（
雀
柳
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
）

　
▼
秋
田
ふ
る
さ
と
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
　
照
井
　
玉
子（
籠
林
・
ト
マ
ト
）

　
　
藤
田
　
春
子（
上
野
荒
町
・
ミ
ニ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）

　
▼
仙
北
農
業
共
済
組
合
長
賞

　
　
照
井

五
郎（
菅
谷
地
・
大
豆
）

　
　
小
野
寺
和
子（
荒
川
・
り
ん
ご
）

第
41
回
大
仙
美
郷
種
兎
種
鶏
管
理
共
進
会

（
町
内
受
賞
者
の
み
）

【
兎
の
部
】

　
▼
最
優
秀
賞（
美
郷
町
長
賞
）

　
　

橋
　
清
一（
外
川
原
）

第
１
類
　
雄
６
・
０
㎏
未
満

　
▼
奨
励
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
　
木
村
　
正
治（
菅
谷
地
）

第
２
類
　
雌
６
・
０
㎏
未
満

　
▼
優
秀
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
　

橋
　
清
一（
外
川
原
）

　
▼
奨
励
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
　
木
村
　
正
治（
菅
谷
地
）

第
３
類
　
雄
６
・
０
㎏
以
上

　
▼
優
秀
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
　

橋
　
清
一（
外
川
原
）

第
４
類
　
雌
６
・
０
㎏
以
上

　
▼
奨
励
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
　
梅
川
清
左
エ
門（
上
中
野
町
）

【
鶏
の
部
】

　
▼
優
秀
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
　
安
藤
　
良
吉（
上
畑
屋
）

　
▼
奨
励
賞（
美
郷
町
家
兎
・
家
禽
飼
育
組
合
長
賞
）

　
　
畠
山
　
龍
喜（
押
切
紀
の
国
）

美郷フェスタ2008　農産展　（敬称略・総出品数211点）

　
美
郷
町
の
す
べ
て
を
、
来
場
し

た
皆
さ
ん
に「
見
て
」「
知
っ
て
」

「
感
じ
て
」も
ら
い
、
私
た
ち
が
追

い
求
め
る
町
の
姿
を
探
す「
美
郷

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」が
十
月
二

十
五
、
二
十
六
日
の
両
日
、
六
郷

体
育
館
や
六
郷
公
民
館
な
ど
四
会

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
、
午
前
九
時
か
ら
六
郷
保

健
セ
ン
タ
ー
前
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
松
田
町

長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
関
係
者

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
同
時
に
菖
蒲

太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
力

強
い
太
鼓
の
音
が
響
き
わ
た
り
、

今
年
の
美
郷
フ
ェ
ス
タ
が
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　
町
内
外
の
太
鼓
が
競
演
し
た
太

鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
児
童
虐

待
を
テ
ー
マ
に
会
場
を
笑
い
と
涙

で
包
ん
だ「
ぜ
ん
ま
い
座
」演
劇
な

ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
今
秋
の
実

り
が
並
ぶ
農
産
展
や
友
好
都
市
東

京
都
大
田
区
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
六
郷
体

育
館
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
に

よ
る
食
堂
が
開
か
れ
た
六
郷
公
民

館
、
食
育
・
健
康
展
や
も
と
だ
て

児
童
館
ま
つ
り
が
開
か
れ
た
六
郷

保
健
セ
ン
タ
ー
、
町
内
生
涯
学
習

講
座
の
会
員
や
小
中
学
生
な
ど
の

作
品
が
展
示
さ
れ
た
六
郷
中
学
校

体
育
館
、
町
内
産
野
菜
の
販
売
や

さ
ま
ざ
ま
な
美
郷
の
味
が
提
供
さ

れ
た
テ
ン
ト
村
な
ど
、
二
日
目
に

は
時
折
激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
、

あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た

が
、
各
会
場
に
訪
れ
た
皆
さ
ん

は
、
多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し

た
。
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▲太鼓フェスティバル‘08

▲児童虐待をテーマとしたぜんまい座公演
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
九
百
五
十

七
万
五
千
円
を
補
正

　
平
成
二
十
年
第
七
回
町
議
会
臨
時
会
が

十
一
月
十
一
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
町
が
提
訴
さ
れ

た
モ
ー
テ
ル
類
似
施
設
新
築
等
に
対
す
る

不
同
意
処
分
取
消
等
請
求
事
件
の
損
害
賠

償
金（
三
百
九
十
二
万
円
）、
六
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部
お
よ
び

仙
南
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
の
全
国
大
会
出
場
に
係
る
補

助
金（
四
百
八
十
万
円
）、
六
郷
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
創

立
六
十
周
年
記
念
事
業
に
伴
う
補
助
金（
十
万
円
）な
ど
を
補

正
し
、
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
九
百
五
十
七
万
五
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
を
百
七
億
九
千
三
百
四
十
二
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
力
を
約
束

美
郷
町
・
東
北
電
力
災
害
協
定
調
印
式

　
地
震
な
ど
大
規
模
な
災
害
で
停
電
が
発
生
し
た
際
に
、
美

郷
町
と
東
北
電
力（
株
）大
曲
営
業
所
が
相
互
に
連
携
し
、
迅

速
な
電
気
設
備
の
復
旧
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
災
害
協

定
調
印
式
が
十
一
月
十
七
日
、
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

町
内
産
品
は
こ
と
し
も
大
好
評
！

Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

　
本
町
の
友
好
都
市
で
あ
る
東
京
都
大
田
区
の
最
大
の
イ
ベ

ン
ト「
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」が
十
一
月
八
、
九
日
の

両
日
、
同
区
平
和
島
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
観
光
協
会
や
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ

農
協
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
内
産
品
の
製
造
・
販
売
を
手

が
け
る
皆
さ
ん
な
ど
約
四
十
人
が
参
加
し
会
場
内
に
設
け
ら

れ
た
美
郷
町
コ
ー
ナ
ー
に
出
店
。
各
販
売
コ
ー
ナ
ー
は
、
朝

か
ら
町
内
産
品
を
買

い
求
め
る
人
た
ち
で

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
年
は
美

郷
米
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
。
大
田
区
の

佃
煮
を
付
け
合
わ
せ

に
、
美
郷
米
の
試
食

イ
ベ
ン
ト
を
展
開

し
、
た
く
さ
ん
の
来

場
者
に
「
安
全
安

心
・
美
郷
米
」を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

▲協定を締結し、握手を交わす藤峰所長
（写真左）と松田町長

農工商が一堂に会し、　

松
田
町
長
と
藤
峰
晃
敏
東
北
電
力（
株
）大
曲
営
業
所
長
が
協

定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
協
定
書
が
交
わ
さ
れ
た
あ
と
、
藤
峰
所
長
が
、「
今
回
の
協

定
調
印
を
機
に
相
互
の
更
な
る
協
力
体
制
を
構
築
し
、
有
事

の
際
に
は
万
全
の
態
勢
で
迅
速
な
復
旧
活
動
を
行
い
た
い
」と

あ
い
さ
つ
。

　
ま
た
、
松
田
町
長
が「
こ
の
災
害
協
定
に
よ
っ
て
、
万
が
一

の
場
合
に
迅
速
な
対
応
に
つ
い
て
配
慮
い
た
だ
け
る
こ
と
を

非
常
に
感
謝
し
て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
協
定
書
で
は
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
停
電
地

域
や
戸
数
、
原
因
、
復
旧
時
間
等
の
情
報
を
相
互
に
提
供
す

る
こ
と
、
町
は
電
力
復
旧
に
必
要
な
資
材
置
場
や
駐
車
場
な

ど
の
確
保
に
協
力
す
る
こ
と
、な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲たくさんの来場者で、にぎわいを見せる美郷町
コーナー

▲文化展

▲農産展

▲もとだて児童館まつり

▲雨に見舞われた2日目のテント村


